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 要 旨   
 シナプス外のδを含む GABAA 受容体が低〜中程度の濃度のアルコールに感受性がある

ことが示唆されており、これらの受容体が数杯のアルコール摂取後のアルコールの強化効

果に寄与する可能性が考えられた。本研究では、成ラットの側坐核にある GABAA受容体の

δサブユニットの発現を RNAi を用いて減少させ、δを含む GABAA受容体のアルコール摂

取への関与を調べた。側坐核背側や側部や中核でなく、内側殻のδサブユニットのノック

ダウンにより、アルコール摂取が減少した。しかし、内側殻のδサブユニットのノックダ

ウンで 2%シュークロース溶液の摂取には影響がなく、GABAA 受容体のδサブユニットの

減少による影響はアルコール特異的であることが示唆された。以上より、側坐核内側殻に

あるシナプス外のδを含む GABAA受容体はアルコール摂取に寄与することが示唆された。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




